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～ SS研・CS研・IS研 会員限定 ～ 

 

■ 日時 ： 2024年 10月 29日(火)  13:30～17:50 (受付 13:00～) 

 

■ 場所 ： 神戸国際会議場 

(住所：兵庫県神戸市中央区港島中町 6－9－1 ４階 401・402) 

 

■ 開催方法：集合開催（当日の各講演の配信予定はありません） 

 

■ ご参加について 

⚫ 参加対象 ： SS研・CS研・IS研 会員限定 

⚫ 参 加 費 ： 無料 

 

■ 開催趣旨 
  ディープフェイクを始めとする生成AI技術の進展により、私達は本物と見分けがつかないコンテンツが容易

に作成され、日常的に目にする時代に生きています。この新しい技術は、誤情報や偽情報の拡散という重大なリ

スクを孕んでいる一方で、私たちの創造性をさらに広げる可能性も秘めています。 本年度の合同分科会では、

生成AI技術の現状とその潜在的な危険性を理解し、どのようにして真実を見極め、技術を安全かつ効果的に活

用するかについて様々な観点から議論します。情報が氾濫する現代において、真実の価値が問われる今だからこ

そ、私たちは情報の信頼性を見極め、正しい判断を下す力を養う必要があります。技術の進化とその影響につい

て深く考える機会とし、真偽の混じる情報との健全な関係を築くための知見を共有します。真実はいつもひと

つ、か？ 

 
 

■ プログラム (予告なく変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。) -敬称略- 
13:00～ 受付 

 [司会] 楫 勇一(名古屋大学) 

13:30～13:35 会長挨拶 岡村 耕二(九州大学) 

13:35～13:40 開会趣旨説明  立川 智章(東京理科大学) 

13:40～13:45 
講演 35分 
Q&A 10分 

[1]「自然言語処理による欺瞞と広がりの検出 生成 AI時代のフェイクニュー
ス対策」 

狩野 芳伸(静岡大学) 

人々の意見や気持ちを形作る媒体は、マスメディアから SNSへと移行しています。その中

で欺瞞・フェイクニュースを検出し、意図的な意見形成への影響を防ぐことは火急の対策を

要する状況です。テキストメッセージは作成伝達のコストが低い一方で人々への影響力は大

きく、我々の研究では自然言語処理による解析と人物属性の推測を基盤とし、最終的には世

論形成過程のシミュレーションを目標としています。こうした取り組みを周辺関連技術の説

明を交えてご紹介します。 

14:25～15:10 
講演 35分 
Q&A 10分 

[2]「ディープフェイクの実態と対策 計算社会科学の見地から」 
笹原 和俊(東京科学大学) 
本講演では、急速に進化するディープフェイクの現状とその社会的影響を解説し、計算社

会科学の視点から対策を議論します。まず、最新のAI技術によるディープフェイクの生成と

ソーシャルメディアでの拡散の様々な事例とその背後にあるメカニズムについて解説しま

す。さらに、ディープフェイクの検出技術の現状と課題、拡散抑止のための多様な介入方法

を紹介し、技術的・社会的側面の両面からの対応策を議論します。 

合同分科会 2024年度会合 

本物か偽物か ～真実はいつもひとつか？～ 

https://kobe-cc.jp/ja/visitors/access/


15:10～15:15 展示紹介(5分) 

15:15～16:15 休憩＆展示見学(60分) 

 [司会] 原田 慶 (富士通) 

16:15～17:00 
講演 35分 
Q&A 10分 

[3]「インターネットに信頼をもたらす偽情報対策技術～偽情報の検知・評価・システ
ム化～」 

山本 大(富士通株式会社) 
近年、自然災害や医療・選挙・経済などさまざまな分野で偽・誤情報がインターネットに

流通し、大きな社会問題となっています。本講演では、インターネット上の真偽不明な情報

に対処するために、富士通が研究開発に取り組んでいる、多様な根拠情報に基づく真偽判定

技術について紹介します。また、2024年7月に「経済安全保障重要技術育成プログラム」に

採択された、偽情報対策システムの研究開発について紹介します。 

17:00～17:45 
講演 35分 
Q&A 10分 

[4] 「デジタルトラストの現状と課題」 

湯淺 墾道 (明治大学） 

 虚偽情報やディスインフォメーションへの対策が各国で急務となっている。国立研究開発

法人科学技術振興機構（JST）社会技術開発センター（RISTEX）では、2023年度から「情報社

会における社会的側面からのトラスト形成」プログラムを設定し、研究開発プログラムを募

集している。デジタルトラスト、デジタル・ソーシャルトラストという概念自体に明確な定

義や一般的な理解が存在するわけではなく、本プログラムでは、高度情報社会の進展が生む

市民の不安や不利益等の社会問題について情報の受け手側と発信側、あるいは情報との間の

「トラスト」形成の在り方の問題と捉えている。本稿では、デジタルトラスト、デジタル・

ソーシャルトラストをめぐる近時の問題の中から、その一端である選挙に関連する問題を紹

介し、米国等におけるディスインフォメーションやAI利用に関する法規制の動きについて検

討する。 

17:45～17:50 閉会挨拶  松本 多恵(新潟大学) 

17:50～18:10 休憩・移動 

18:10～19:10 懇親パーティ 

 

 

■ 詳細・お申し込み 

SS研 Webサイトからお申し込みください。 

http://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/ 

 
   ※オンライン参加用のアクセスURLは2024年10月24～25日にお知らせさせていただく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】サイエンティフィック・システム研究会（SS研）事務局  
神奈川県川崎市幸区大宮町 1-5 JR川崎タワー 
富士通(株) パブリック事業部 TC事業部内 
Email:ssken-office@ml.css.fujitsu.com    
URL http://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/ 

http://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/

